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月
の
巡
業
中
に
鳥
取
市
内
で
貴
ノ
岩
関
(

)

‖
貴
乃
花
部
屋
‖
へ
の
暴
行
問
題
を
起
こ
し
た
大

相
撲
の
横
綱
・
日
馬
富
士
関
(

)
‖
モ
ン
ゴ
ル
出

身
、
伊
勢
ケ
浜
部
屋
、
本
名
ダ
ワ
ー
ニ
ャ
ム
・
ビ

ャ
ン
バ
ド
ル
ジ
‖
が
引
退
す
る
こ
と
が

日
、
分

か
っ
た
。
同
日
午
後
に
福
岡
県
内
で
記
者
会
見
す

る
予
定
。
鳥
取
県
警
の
捜
査
と
日
本
相
撲
協
会
危

機
管
理
委
員
会
の
調
査
が
進
む
中
、
不
祥
事
の
責

任
を
取
っ
た
形
に
な
っ
た
。

横
綱
が
不
祥
事
を
契
機
に
引
退
す
る
の
は
、
２

０
１
０
年
１
月
の
初
場
所
開
催
中
に
東
京
都
内
で

泥
酔
し
て
知
人
男
性
に
暴
行
し
、
鼻
の
骨
を
折
る

１
カ
月
の
重
傷
を
負
わ
せ
た
と
さ
れ
る
問
題
の
責

任
を
取
り
、
翌
月
に
引
退
し
た
朝
青
龍
以
来
。
日

馬
富
士
関
は
日
本
国
籍
を
取
得
し
て
お
ら
ず
、
引

退
後
は
親
方
と
し
て
協
会
に
残
れ
な
い
。

日
馬
富
士
関
は

月

日
夜
か
ら

日
未
明
に

か
け
、
鳥
取
市
内
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
貴
ノ
岩
関
の

生
活
態
度
を
巡
っ
て
激
高
し
、
頭
部
を
殴
っ
た
と

さ
れ
る
。
捜
査
関
係
者
に
よ
る
と
、
日
馬
富
士
関

は
鳥
取
県
警
の
任
意
の
事
情
聴
取
に
対
し
、
貴
ノ

岩
関
を
素
手
や
カ
ラ
オ
ケ
の
リ
モ
コ
ン
で
殴
っ
た

こ
と
は
認
め
て
い
た
。

貴
ノ
岩
関
の
師
匠
の
貴
乃
花
親
方
（
元
横
綱
）

は

月

日
に
鳥
取
県
警
に
被
害
届
を
提
出
。
暴

行
問
題
は
九
州
場
所
３
日
目
の

日
に
一
部
報
道

で
発
覚
し
、
日
馬
富
士
関
も
報
道
陣
に
「
大
変
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く
お
わ
び
す
る
」
と

謝
罪
し
、
同
日
か
ら
左
肘
の
け
が
を
理
由
に
休
場

し
て
い
た
。

日
馬
富
士
関
は
「
安
馬
（
あ
ま
）
」
の
し
こ
名

で

年
初
場
所
で
初
土
俵
を
踏
ん
だ
。
新
十
両
は

年
春
場
所
、
新
入
幕
は
同
年
九
州
場
所
で
、
大

関
だ
っ
た

年
夏
場
所
で
初
優
勝
。

年
秋
場
所

後
に
は
第

代
横
綱
に
昇
進
し
た
。
今
年
９
月
の

秋
場
所
で
通
算
９
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

大
勢
の
報
道
陣
や
警
察
官
に
囲
ま
れ
車
に
乗
り
込
む
日
馬
富
士
関
‖
福
岡
空
港
で

日
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